の 洗煉と いふ 形で 現れ、 頭脳 活動に 於て 速度と 飛躍 性 

とが 加る。 

近代 都市の 最も 惨儋 たる 現象の ひとつ は、 その 住民 

の 大多数が、 いは ゆる 都会人で なく、 または 都会人に 

なりきらず、 しかも、 都会人 的 要求 を 満たし、 満たさ 

しめんと して ゐる 状態で ある。 

この 現象 は、 いかなる 時代の 都巿 にも 起り 得る もの 

であらう けれど、 嘗て は、 何れの 都市に 於ても、 ほ > 

確認され た 都市 生活の 形態が ぁリ、 その 伝統的 様式が 

無言 の 権威 を も つ て 異郷 的な も の を 同化した ので ある。 

今日は さう ではない。 異郷 的な もの は、 寧ろ 「新風 



俗」 として 迎 へられ さへ もす る。 それ は、 その ま、 で 

都会 化しつ、 ある。 これに 反撥す る 何もの もない ので 

ある。 いづれ は ハイカラな モン ぺ姿、 粋な 国民服 も 出 

ようとい ふ ものである。 

それ は それでい ゝ。 だが、 問題 は、 この 都会に 生れ 

育つ、 次代の 巿民 は、 その 生れ 育った 土地に 対して、 

いかなる つながり を 過去と 未来に もつ ことができ るか 

である。 そこに は、 た >、 変る ものが ある だけで ある _ 

動く ものが ある だけで ある。 深まる もの、 持続す る も 

の、 自分 を 静かに 見戍る 何もの もない。 つまり、 全体 

として 自己 を 包む もの、 自分が そのな かに ゐて、 そこ 



ために、 若干の 提言 を 試みよう。 

先づ、 形体と して 都市の 要素 をな す もの は、 道路と 

建築で ある。 最近に おける わが国の 都市の 膨脹 はまつ 

たく その 企画性 を 無視した ものである。 これ を 一 朝に 

して 改める こと は 不可能で ある けれども、 今からで も 

決して 遅く はない ので ある。 速 かに 全国の 都巿 を、 統 

制 ある 機関の 手に よって、 合理的に、 審美的に、 そし 

て、 特に 風土 的 条件に 従って、 発展性 ある 再建 設計 画 

の 下にお くべき である。 この 計画 はすぐ に 着手し なく 

て もい、。 た、 V、 自然 膨脹 を 防ぐ 指導 案と して、 各監 

督 官庁に その実 行 を 委して おけば よい。 この 計画 は、 



単に 膨脹 面 を 規定す る ばかりでなく、 主要 街路の 建築 

表面の 様式 を ある 程度 統 一 する。 

次に、 区画整理 を 断行す る。 一 つの 街路 は 一 つの 名 

称 を 必ず もち、 番地 は それぞれの 街路の それぞれの 家 

屋に 一 定 方向から 順序に 附 せられる こと を 原則と する _ 

尋ねに くい 人の 家と いふ ものが なくなる こと は、 国民 

協同 親和の ために も 甚だ 好ましい 結果 を 生む。 「ずい 

ぶん 捜した よ」 とか、 時には、 「いくら 捜しても わから 

なかった」 とい ふ 挨拶 を、 われひと 共に それほど 苦に 

しない 現状が、 おそらく、 われわれの 社交 生活 を 知ら 

ず 識らず 索漠た る ものにして ゐる こと は 大き い 。 



後進国と は 云っても、 東亜の 盟邦 は、 いづれ も その 

文化 感覚に 於て はわれ われに 劣らぬ もの を もって ゐる 

人々 の 指導に よって、 新時代の 国家 建設 を 企図して ゐ 

るので ある。 現代 日本の 知的 最高 水準 は、 欧米の それ 

に 匹敵す る もの さへ あるのに、 たゾ、 それ を 具体的に 

国民の 中枢 生活の 中に、 即ち 都巿 文化の 上に、 表示す 

る 設備に 於ての み、 欧米の 植民地に も 劣る 観が あるの 

は、 どうした わけで あらう。 わが 日本 は、 それらの 国々 

の 民衆 を 直接に 指導す る こと はでき ぬ。 た、 V なし 得ね 

ばなら ぬの は、 その 指導者ら を 指導す る ことで ある。 

果して 彼等 はわれに 学ばう とする であらう か？ 



都市 生活が、 民衆 娯楽の 営利 化と いふ 面 を 通じて y 

も、 一 般に 享楽的に 傾く こと は 否定で きない 事実で あ 

る。 しかし、 これ は、 人間 自然の 要求が そこで は 満た 

され、 また それが ある 程度 誘発され ると いふ だけで あ 

つて、 都会 自身の もつ 不健全 性で はない ので ある。 

不健全な の は、 寧ろ、 か、 る 娯楽 機関 を あげて これ 

を 営利 の 具と なさし める 為政者の 怠慢と、 文化 意識 の 

欠如で ある。 

わが国で は、 まだ、 官営 或は 公営 娯楽施設 など ゝぃ 



ふ 言葉 を 聞 いた y けで、 民衆 は 尻) 」 み をし さうな 気が 

する けれども、 これ はも はや、 放任して おけない 問題 

である。 

尤も、 既に 早くから、 文部省 あたりで 国民 娯楽の 研 

究的 調査が 進められて ゐ ると は 聞いて ゐ るが、 そして、 

紙芝居の 如き ものに は、 相当の 干渉が 加 へられた とい 

ふこと も 知って ゐ るが、 国家 ひとたび 動いて 紙芝居 を 

取締る 図の なんと 本末 を 誤れる やで ある。 簡単に いふ 

こと を 聴く ものから 槍玉に あげる の は、 自信と 勇気の 

ない 証拠で ある。 

今日まで、 国民の 指導者 を もって 任じて ゐた 人々 は、 



これで は 駄目 だ。 

概して 都会の 知識層 は、 かくの 如く、 隣人に 冷 かで 

あり、 また 冷 かならざる を 得ぬ 境遇に おかれて ゐ るの 

である。 

私 はしかし、 それが 彼等 勤 人 階級の 特性で あると は 

思 はぬ。 なかには 厭人 的 傾向 を もって ゐる もの も少く 

ない が、 それ とても 真に 隣人と 悦び を 共に する こと を 

希って ゐな いわけで もない。 た、 V、 道が 通じて ゐ ない 

だけで ある ことが、 だんだん 近頃 わかり かけて 来たの 

である。 

だが、 こゝに 最も 機微な 関係が 存在す る。 それ は、 



「社会」 が ある こと を 忘れさせ、 その 「社会」 を 互によ 

り 住みよ くす る 可能性 を 放擲させる ので ある。 

かゝる 性格 はまた、 不意に 同じ 場所に 落ち合った 他 

人 同士の、 その 時に 必要な 協力 を も 妨げる 場合が 多い。 

これらの 例 だけで も、 かう 観て いくと、 社会の ため、 

ひいては 国家の ため、 どれ だけの 損失 を 積み重ねて ゐ 

るか V わかる と 思 ふので ある。 国民 総力の 結合が 叫ば 

れてゐ る 際、 われわれの 力 はた、 V 機械的に 結合され る 

だけで は 十分と 云 ひ 難い。 一人一人の 力が、 精神が、 

いつ 如何なる 場合と 雖も、 立ち どころ に ぴったりと 結 

びつ くこと が 望ましい。 祖国の ためにと 云へば、 なに 



は、 私の 眼に は 単なる 東洋 植民地 色な のであって、 こ 

れ こそ、 私の 国民的 矜 りが 強 ひて さう 感じさせる のか 

も わからぬ。 

日本 は、 この 侵入に よくも 持ち こたへ たもので ある 

と 思 ふ。 それにしても、 もう ひと 息で ある。 戦 ひの 最 

後の 五分 間が 近づきつ ゝ あるので ある。 (昭和 十五 年 

十月) 
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